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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、社会運動における小説の働きを、アフリカの HIV／

エイズをめぐる社会運動を例に考察した。アフリカの HIV／エイズのキャンペーンでは、映画、

演劇、テレビ・ラジオ・ドラマといった視聴覚を使う物語芸術が応用されている。これらは受

け手の五感に作用して、主人公との一体化をもたらし、HIV／エイズ問題にたいする共感的な

態度を熟成する。それに対し小説は、社会の異性愛主義言説を主人公が内面化していく過程を

批判的に表象する。読み手は距離をもってその過程を追体験し、分析的かつ情緒的にエイズ問

題を認識する。視聴覚に訴える映画等と言語のみを用いる小説という両物語芸術は、HIV／エ

イズの社会運動において補完的な働きをしている。 
 
研究成果の概要（英文）：The present research project has clarified how novels work in a 
social movement in case of the fight against HIV/AIDS in Africa.  In campaigns against 
HIV/AIDS in Africa, various visual and audio narrative arts such as films, the theatre, TV 
and radio serial dramas are applied.  They appeal the senses of the audience, and nurture 
empathy toward the issue.  In contrast, novels critically represent the procedure of 
individuals internalizing the social discourses of heterosexism.  The reader follows the 
procedure closely but in a detached way, and understands the issue emotionally as well as 
analytically.  Both forms of narratives arts, that is, audio and visual arts and literary arts 
complement each other to bring the desired social transformation. 
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１．研究開始当初の背景 

80 年代に始まったアフリカの HIV／エイ

ズ対策は、医療分野での取り組みから社会全

体での取り組みへと拡大してきた。アフリカ

では 1980 年代半ばに、エイズの症例が各国

で報告され始めた。当時の対策は公衆衛生の

見地からなされ、リスク・グループに働きか

けて感染経路を遮断するものであった。しか

し 90 年代、南部アフリカで感染が拡大し、

HIV／エイズの問題に対して社会全体で取

り組む必要が認識された。96 年には、それま

で個別に活動していたWHOやユニセフとい

った国連諸機関が、「国連エイズ合同計画」

（UNAIDS）としてまとまり、アフリカに巨

額の資金が投入されるようになる。そして

2000 年前後には、アフリカ各地で大規模な

キャンペーンが始まる。 

 キャンペーンの結果、アフリカの HIV／エ

イズ運動の目標は、「知識」から「行動変容」

の段階へと移行した。つまり、HIV／エイズ

の感染経路やケアの仕方といった基本的な

知識を普及させる段階は過ぎ、その知識をも

とに行動を変容させる段階に進んだのであ

る。 

行動変容を促すために期待されるのが、

人々の頭と同時に心に訴える芸術の役割で

ある。とくに映画や演劇といった物語芸術に

おいては、受け手は主人公の立場に身を置い

て、その状況を追体験するため、HIV／エイ

ズに対する共感的な態度を熟成し、行動変容

に結びつけるのに効果的である。 

 研究代表者はこれまで、HIV／エイズのキ

ャンペーンで応用される映画や演劇といっ

た芸術活動について研究してきた（若手研究

B、平成 15 年度から 17 年度まで、「ガーナに

おける HIV／エイズ演劇についての研究」）。

研究の過程で、HIV／エイズをテーマにする

優れた小説作品が発表されていることが明

らかになった。したがって本研究課題では、

研究代表者の専門にもっとも近い小説に焦

点化し、小説の表象を分析するとともに、

HIV／エイズをめぐる社会運動全体のなか

での小説の役割について考察することとし

た。 

 
２．研究の目的 

以上のような背景から、本研究課題は、社

会運動における小説の働きを、アフリカの

HIV／エイズに関する社会運動を例に明ら

かにすることをめざした。 
 

３．研究の方法 

 研究の方法は以下のとおりである。 

（1）HIV／エイズのキャンペーンで応用さ

れる視聴覚に訴える物語芸術（映画、演劇、

テレビ・ラジオ・ドラマなど）について、引

き続き収集、分析し、それらの作用の特長を

考察した。 

 

（2）HIV／エイズを扱った小説を収集、分

類した。以下の 5 つである。①若者が性差別

を乗り越え、性的な自己決定を行使するまで

の成長を描くヤングアダルト小説②性的な

欲望対象の頂点にいる 20 代の女のセクシュ

アリティを描く小説③性にまつわる社会の

慣習を批判的に描く小説④ホモセクシュア

ルの性生活を描く小説⑤医療現場での矛盾

を描く小説。 

 

（3）上記の 5 分類のうち、分析の焦点を①

②③に絞り、テキスト分析を行った。焦点化

の理由は、④と⑤は点数が少なく、①②③が



作品の中心であること、また①②③には、異

性愛主義を鋭く批判する秀作が見られるこ

とである。①②③の各ジャンルごとに、とり

わけ優れた 3 つのテキストを選び、個別に分

析した。南部アフリカのボツワナの『はるか

彼 方 』（ Unity Dow, Far and Beyon’, 

Gaborone: Longman Botswana, 2000; 

Melbourne: Spinifex, 2001）、東アフリカの

ウガンダの『熱帯魚』（Doreen Baingana, 

Tropical Fish, Amherst: U of 

Massachusetts P, 2005）、西アフリカのガー

ナの『花なしでなく』（Amma Darko, Not 

Without Flowers, Accra: Sub-Sahara, 

2007）である。 

 

（4）上記の一般的な小説とは別に、草の根

の執筆活動についても考察し、新たな物語執

筆の可能性を探った。「メモリーブック」で

ある。メモリーブックとは、草の根の女が、

みずからの HIV／エイズの体験や家族の歴

史を、子どもに宛てて記した小冊子である。

2006 年度に南アフリカ、2008 年度にウガン

ダで調査を行った。前者はエイズに関する

NGO の活動の先進的地域であり、後者はメ

モリーブックの発祥の地である。 
 

４．研究成果 

（1）HIV／エイズを扱った小説を、そのほ

かの物語芸術作品と比較分析することで、

HIV／エイズをめぐるアフリカの小説と社

会運動について、次のことが明らかになった。 

①小説の言説作用の特長 

小説というものは、個人に視点を置いて、

個人を取り巻く自然環境、社会環境、人間環

境を表象する。これを HIV／エイズの文脈に

当てはめると、HIV／エイズを扱う小説は、

1 人ひとりの男女の視点から、社会のジェン

ダー構制を照射するということになる。すな

わち、小説が HIV 感染をドラマ化すること

をつうじて表象するのは、我々1 人ひとりが、

女ないし男の立場に立ち、性関係を複層的に

営み、社会のジェンダー構制を内面化し、女

ないし男という自己を再構築するという過

程であるといえる。 

HIV／エイズの運動において、映画、ラジ

オドラマやテレビドラマ、演劇といったさま

ざまな物語芸術が応用されているが、小説は

言語のみを用いることで、ジェンダー化され

た人間と社会の相互作用を、もっとも緻密か

つ内省的に表象することができる。 

②社会運動における小説の役割 

 したがって、HIV／エイズの社会運動にお

ける小説の役割は、次のようなものになろう。

すなわち、小説は読者に、取るべき性行動を

具体的に指南することはないが、社会のなか

で性関係を営む特定の個人に、距離をもって

共感させることで、社会が個人に及ぼすジェ

ンダーの作用を読者に内省させる。その結果、

感染は個人の自己決定によるというよりは、

社会のジェンダー作用の結果であることを

読者に理解させる。そして、感染した個人を

糾弾するのでなく、感染させた社会、そして

感染者を差別する社会を変革するよう、読者

に働きかける。 

もちろん、リアルな小説であるほど、単純

な解放の物語は語らず、変革への道筋を指南

することは避ける。むしろ小説は、ジェンダ

ーの権力作用が女と男を構築する過程を、内

省的に読者に追体験させ、権力作用に関与し

ない限りこの世では男ないし女になれない

という不可避性を、読者に問題化させる。優

れた小説はこのようにして、HIV／エイズの

社会運動を、より深みのあるものにし、した

がってより有効なものにするといえる。 

 

（2）「メモリーブック」は、HIV／エイズを

めぐって、草の根の女たちがわが子に宛てて



書く自分史、家族史である。メモリーブック

については、執筆者に試験的なインタビュー

を行ったのと、メモリーブック 1 冊を分析し

たのにとどまっており、研究の途上にある。

暫定的な結論として、メモリーブックの執筆

は、自律性と共同性を育むものであり、原初

的な執筆であると同時に新たな執筆の可能

性を示してもいることが分かった。 

①メモリーブックは自立性を育む 

 一方で、女たちは自分の HIV／エイズの経

験を文章化することで、その経験に意味と構

造を与え、統御する者としての作者性

（authorship、authority）を身につける。

このように獲得した権力は、女たちが感染を

公表するのに大いに役立っている。彼女らは

これまでまとまった文章を執筆したことが

なく、執筆の文化に属してもいない。その意

味で、メモリーブックは、執筆が生じる原初

的な場を見せてくれるものだと言える。 

②メモリーブックは共同性を育む 

その一方で、メモリーブックの執筆は、一

般の孤独な執筆とは違って共同性を持ち、し

たがって、新たな執筆のありようを示しても

いる。なぜなら、メモリーブックには一定の

フォーマットがあり、執筆者たちはたがいに

アドバイスをしあいながら執筆を進めるか

らだ。また、宛先、つまり第一義的な読者で

ある子どもの意見を内容に反映させること

や、子どもと共同執筆することもある。さら

に、執筆者たちが共通のフォーマットを使用

して自分史、家族史を書くことで、一定の家

族観が執筆者たちの間に形成されることも

考えられる。この共同性という点で、メモリ

ーブックの執筆は、一般の孤独で閉じられた

執筆とは違う、新たな執筆の可能性を示して

いると言える。 
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